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自己同期現象-のシナジェテイク･アプローチ
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生体系は一般的に非平衡状態下にあり,そのことにより多くのリズム現象が見られる｡

しかも,それ らの多くは同期 し合っている事が特徴的である｡

最近,Kuramoto〔1〕によって論じられた次のタイプの散逸力学系の自己同期現象を

調べる｡
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Wnは n番モー ドの状態変数で complex value, wnは振動数で realとする. Pn叫-)

は非線形項で,例 えば耽 (ト Iwnl2) のようなものとする｡ EFn(iwkl)は他モー ド

との結合をあらわす ｡ wnの 分 布 関数 f(W) が Q'=Q'. にするどいピークをもっ ものと

する｡
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γは psitive const.とする｡

或る種の平均場近似 〔2〕により, (1)式は次のようになる｡

- iwnW rI+Pn(Wnト ewn+ Ee-T/ E JwnJelWot (2)

(n- 1,2,-,N)
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ここでFn(lwkl)-膏kZ=1(Wk-Wn)としたo

(2)式は (1)の自己同期系を,外部同期系に近似的に変換 したことになっている｡同

期 したモー ドに対して勘 Wn- PneiQnとおいて,
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I)n I
△

1-8(トe~〝ecos(SIR-1岩)) (3)

△

dn-dot+sin-1-ヱ+40
△o

ここで,炉 ま定数,△n - un-一･W｡,△｡- ee~γ/乍o また,△｡>仏nJを満足
する同期モー ドの割合をOとすると.

o=ヱ taTl(ユ e-r/e)
7r γ

(4)

(3),(4)式の結果は, γ/E の値が十分′トさい場合に数値実験の結果を良く説明して

いる｡

同期していないモードの振舞いも,平均場近似にもとづく (2)式で良く説明される事

を報告した｡
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